
地球の７割は海です。ですが今、海は私達の生活で出たゴミで
あふれています。その数は年間８００万tに上ります。

地球の７割

　海ごみ問題で特に問題になっているのは
マイクロプラスチックです。マイクロプラスチックは消化が
されないため、魚が食べてしまうと海洋生物が
亡くなってしまう原因になります。
この問題に該当するのは海洋生物だけでなく、
マイクロプラスチックを食べてしまった生き物を
人や動物が食べることで健康被害を受ける可能性もあります。

年間約800万tは、なんと
東京スカイツリー222基分
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まずポイ捨てをやめ、身の回りに
落ちているゴミを拾う活動をしたり
みんなが今の海について知って
もらえるよう呼びかけていく。
そうすればこれから増えるゴミを少しずつでも
減らすことができると思います。
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海がごみであふれてしまえば、
魚や海の生き物の住む場所が
なくなってしまうのです。

そうなれば美味しい魚も
食べられなくなり、お寿司が
なくなる日が来るかもしれません。

実はもう既に、私達は１週間に
クレジットカード１枚と同じ量の
プラスチックを食べています。
魚がマイクロプラスチックを
間違えて食べてしまうのです。

きれいな海を自分達で守っていきましょう！

私達ができること

便利なプラスチックだけど...


